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レポート A-Reports 
・市場の期待を裏切らない品質と数量の確保を約束
　～長野県農産物トップセールスを実施～

・最優秀賞１席をＪＡ佐久浅間 山浦建夫氏が受賞
　～第12回信州アルプス牛枝肉共励会～

・きのこ事業の基盤強化に向けた一歩
　～ＪＡ信州うえだ･中信地区ＪＡ　種菌供給契約調印式～

全農長野県本部情報／グリーン レーダー

・生産者手取り最大化に向け、販売力強化
  ～『総合宣伝』の新たな取り組み～
・ＥＮＥＯＳカード発券推進による顧客固定化の取組み

重点事業方針  A-Policy 



A‒チャンネル

生
産
者
手
取
り
最
大
化
に
向
け
、
販
売
力
強
化

〜『
総
合
宣
伝
』の
新
た
な
取
り
組
み
〜

生産販売部
中
の
可
能
な
部
分
を
共
通
化
し
て
Ｊ
Ａ
長
野
県

農
産
物
の
イ
メ
ー
ジ
統
一
と
消
費
者
へ
の
定
着

を
図
り
ま
す
。

　

具
体
策
は
、
次
の
５
点
で
す
。

1 

統
一
ロ
ゴ
と
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
活
用

2 

統
一
資
材
の
作
成
と
、
資
材
の
品
目
間
共
有

3 

ウ
ェ
ブ
ツ
ー
ル
の
拡
充

4 

Ｊ
Ａ
長
野
県
農
産
物
の
認
知
度
向
上
策
の
実

施
（
イ
ベ
ン
ト
、
食
育
活
動
な
ど
）

5 

セ
ー
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
向
上

　

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
訴
求
ポ
イ
ン
ト
は
、「
明

確
な
イ
メ
ー
ジ
」「
わ
か
り
や
す
さ
」「
長
期
的

発
信
力
」
で
す
。
具
体
策
の
柱
で
あ
る
統
一
ロ

ゴ
と
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
は
、
Ｊ
Ａ
長
野
県
農

産
物
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
「
信
州
三
ツ
山
マ
ー
ク
」

と
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
信
州
力
」
を
用
い
、

明
快
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持
つ
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

「
な
が
の
の
ゲ
ン
キ　

み
ら
い
の
ミ
カ
タ
」
を

新
た
に
加
え
ま
し
た
。ロ
ゴ
マ
ー
ク
、Ｐ
Ｒ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
活
用
し
た
資

材
の
作
成
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を

活
用
し
た
情
報
発
信
、
ウ
ェ
ブ
上
と
現
場
を
絡

め
た
宣
伝
活
動
を
組
み
立
て
、
中
長
期
的
視
点

を
持
っ
て
こ
の
戦
略
を
実
行
し
ま
す
。

　

生
産
販
売
部
は
『
総
合
宣
伝
』
を
販
売
力
強

化
策
の
ひ
と
つ
と
し
、
今
後
も
Ｊ
Ａ
組
合
員
が

生
産
し
た
農
産
物
を
し
っ
か
り
と
売
り
抜
く
使

命
と
、
多
様
な
Ｊ
Ａ
組
合
員
の
経
営
を
守
る
責

務
を
果
た
し
ま
す
。

　

東
西
１
２
０
㎞
、
南
北
２
１
２
㎞
、
標
高
は

１
８
０
m
か
ら
３
，
０
０
０
m
級
の
山
々
と
変

化
に
富
ん
だ
地
形
の
長
野
県
は
、
耕
作
地
も
温

暖
な
南
部
か
ら
豪
雪
地
帯
の
北
部
、
標
高
は

３
０
０
m
台
か
ら
１
，
５
０
０
m
と
様
々
な
条

件
を
有
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
、
多
種
多

様
な
作
物
の
栽
培
と
、
時
期
的
な
差
に
よ
る
リ

レ
ー
出
荷
を
可
能
に
し
て
き
ま
し
た
。

　

他
方
、
販
売
農
家
数
は
約
６
２
，０
０
０
戸
※1

と
全
国
第
４
位
で
あ
り
な
が
ら
、
販
売
農
家
１

戸
あ
た
り
の
経
営
耕
地
面
積
は
１
０
３
・
７
ａ
※1

と
全
国
第
32
位
と
な
り
ま
す
。
中
山
間
地
が
多

く
、
伝
承
的
に
農
地
を
守
っ
て
き
た
風
土
が
強

い
た
め
１
戸
あ
た
り
の
規
模
拡
大
は
容
易
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
組
織
へ
の
結
集
意
識
が
強
く
、

共
同
で
物
事
を
行
う
気
質
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
個
々
の
規
模
は
小
さ
く
て
も
ロ
ッ
ト

を
ま
と
め
、
よ
り
大
き
な
力
を
生
み
出
し
、
全

国
に
冠
た
る
系
統
販
売
事
業
を
作
り
上
げ
て
き

ま
し
た
。

　

長
野
県
の
部
門
別
農
業
産
出
額
の
構
成
比
は
、

全
国
の
そ
れ
に
比
べ
、
米
、
野
菜
、
果
樹
、
花

き
、
き
の
こ
と
非
常
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
構
成
さ

れ
て
お
り
、
レ
タ
ス
、
え
の
き
た
け
な
ど
全
国

一
位
の
産
出
額
を
誇
る
品
目
も
多
数
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
特
色
を
生
か
し
、
全
農
長
野
県
本

部
と
し
て
も
販
売
促
進
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て

品
目
を
横
断
し
た
宣
伝
活
動
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
販
売
促
進
上
、
消
費
者
の

購
買
行
動
を
直
接
喚
起
す
る
品
目
別
の
消
費
宣

伝
を
優
先
し
て
実
施
し
て
き
た
た
め
、
Ｊ
Ａ
長

野
県
農
産
物
の
総
合
的
な
魅
力
発
信
は
後
手
に

回
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
年
度
か
ら
改
め
て
、『
生
産
者
手

取
り
の
最
大
化
』（
再
生
産
価
格
の
確
保
）
を

目
標
に
、
米
、
果
実
、
野
菜
、
花
き
、
き
の
こ

を
総
合
的
に
捉
え
、
Ｊ
Ａ
長
野
県
農
産
物
の
信

頼
と
認
知
度
を
高
め
る
た
め
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向

上
戦
略
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

従
来
ど
お
り
各
品
目
主
体
の
セ
ー
ル
ス
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
基
盤
に
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦

略
の
ひ
と
つ
で
あ
る
『
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
※2
』

手
法
を
取
り
入
れ
、
第
一
段
階
と
し
て
、
現
在

品
目
ご
と
に
実
施
し
て
い
る
消
費
宣
伝
事
業
の

※1 出展：2010年世界農業センサス
※2 ブランディング･･･商品などを競合品と区別し、お客様（消費者・実需者）の信頼や好感、共感を得ること。

長野県
2,832
億円

米穀
（米、麦類、雑穀）
498

野菜類
（野菜、いも類、豆類）
827果実

515

花き
154

きのこ
485

畜産・酪農
286

その他
65

全国
87,783
億円

米穀
（米、麦類、雑穀）
18,341

野菜類
（野菜、いも類、豆類）
25,192

果実
7,588花き

3,485

きのこ
2,035

畜産・酪農
27,948

その他
3,194

出典：農林水産省　平成25年農業産出額・栽培きのこ類（林業）を含めた農業産出額

■ 長野県の部門別農業産出額の構成比と全国の部門別農業産出額の構成比

■全国一位の 長野県産出額品目

JA長野県農産物のロゴマーク「信州三ツ山マーク」とPRキャラクター「信州力」

■統一ロゴとキャッチコピー

▶ レタス
全国収穫量
579,000t
長野県収穫量
200,600t
都道府県別トップ3
2位 茨城県　3位 群馬県

長野県シェア

34.6%

▶ セルリー
全国収穫量
34,000t
長野県収穫量
14,500t
都道府県別トップ3
2位 静岡県　3位 福岡県

長野県シェア

42.6%

▶ アルストロメリア
全国収穫量
59,600千本
長野県収穫量
20,100千本
都道府県別トップ3
2位 愛知県　3位 北海道

長野県シェア

33.7%

▶ えのきたけ
全国生産量
133,647t
長野県生産量
83,903.4t
都道府県別トップ3
2位 新潟県　3位 福岡県

長野県シェア

62.8%

▶ プルーン
全国収穫量
3,029.5t
長野県収穫量
2,088t
都道府県別トップ3
2位 北海道　3位 青森県

長野県シェア

68.9%

出典：平成25年産野菜生産出荷統計

出典：平成25年産野菜生産出荷統計

出典：平成24年産特産果樹生産動態等調査

出典：平成25年特用林産基礎資料

出典：平成25年産花き生産出荷統計

■

全国収穫量
579,000t
長野県収穫量
200,600t
都道府県別トップ3
2位 茨城県　3位 群馬県

全国収穫量

長野県収穫量

都道府県別トップ3
2位 静岡県　3位 福岡県

▶ アルストロメリア
全国収穫量
59,600千本
長野県収穫量
20,100千本
都道府県別トップ3

全国生産量
133,647t
長野県生産量
83,903.4t
都道府県別トップ3
2位 新潟県　3位 福岡県

全国収穫量

長野県収穫量

都道府県別トップ3
2位 北海道　3位 青森県

出典：平成25年産野菜生産出荷統計

出典：平成25年産野菜生産出荷統計

出典：平成24年産特産果樹生産動態等調査

出典：平成25年特用林産基礎資料
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A‒チャンネル

大阪本場での大槻会長の挨拶 ライフ「セントラルスクエア西宮原店」の視察

　

全
農
長
野
県
本
部
は
長
野
県
と
と
も
に
、

関
西
地
区
の
市
場
お
よ
び
重
点
実
需
者
へ

の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

９
月
８
日
㈫
の
朝
、
大
阪
中
央
卸
売
市

場
本
場
の
競
売
場
に
お
い
て
、
長
野
県
の

中
島
恵
理
副
知
事
と
当
県
本
部
の
大
槻
憲

雄
運
営
委
員
会
長
が
市
場
関
係
者
に
販
売

促
進
を
行
い
ま
し
た
。
大
槻
会
長
は
「
秋

本
番
を
迎
え
た
長
野
県
か
ら
旬
の
農
産
物

を
お
届
け
し
ま
し
た
。
農
家
の
皆
さ
ん
が

手
塩
に
か
け
、
心
を
込
め
て
育
て
た
信
州

三
ツ
山
マ
ー
ク
の
農
産
物
の
ご
愛
顧
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

市
場
の
期
待
を
裏
切
ら
な
い
品
質
と
数
量

の
確
保
を
約
束
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
京
阪
神
市
場
の
青
果
・
花
き

代
表
卸
売
会
社
社
長
と
の
懇
談
会
で
は
、

長
野
県
の
北
原
富
裕
農
政
部
長
が
、
果
実

で
は
ナ
ガ
ノ
パ
ー
プ
ル
な
ど
県
オ
リ
ジ
ナ

ル
品
種
の
振
興
に
よ
る
特
色
あ
る
産
地
づ

く
り
、
野
菜
や
花
き
で
は
需
要
期
に
応
え

ら
れ
る
数
量
確
保
を
図
る
た
め
の
方
策
な

ど
、
長
野
県
農
政
の
展
開
方
向
を
報
告
し

ま
し
た
。
当
県
本
部
の
嶌
田
武
司
生
産
販

売
部
長
は
、
本
年
度
の
天
候
不
順
の
中
で

産
地
は
相
当
の
努
力
を
し
て
出
荷
し
て
い

る
状
況
を
説
明
し
、
シ
ー
ズ
ン
後
半
に
向

け
生
産
状
況
を
把
握
し
た
上
で
売
り
込
む

た
め
、
そ
の
受
入
体
制
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

青
果
市
場
を
代
表
し
て
京
都
青
果
合
同

㈱
の
内
田
隆
社
長
か
ら
「
長
野
県
に
対
す

る
期
待
は
大
き
く
、
実
需
者
と
の
契
約
的

取
引
を
拡
大
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

生
産
振
興
を
き
ち
ん
と
図
っ
て
ほ
し
い
」

旨
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
花
き
卸

売
会
社
、
㈱
な
に
わ
花
い
ち
ば
の
大
西
進

社
長
か
ら
「
円
安
で
輸
入
花
き
に
ブ
レ
ー

キ
が
掛
か
っ
て
い
る
今
、
長
野
県
で
も
生

産
振
興
す
る
チ
ャ
ン
ス
」
と
期
待
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
に
開
催
さ
れ
た
、
長
野
県
農
産
物

の
重
点
実
需
者
で
あ
る
㈱
ラ
イ
フ
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
の
懇
談
会
に
先
立
っ
て
視

察
し
た
店
舗
（
セ
ン
ト
ラ
ル
ス
ク
エ
ア
西

宮
原
店
）
に
つ
い
て
、
中
島
副
知
事
か
ら

「
女
性
目
線
か
ら
も
お
買
い
物
を
し
た
く

な
る
雰
囲
気
が
あ
る
お
店
」
と
の
感
想
に

対
し
、
ラ
イ
フ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
福

岡
昌
典
本
部
長
は
「
ラ
イ
フ
が
目
指
し
て

い
る
『
お
客
様
に
近
づ
く
取
組
み
』
で
、

そ
の
雰
囲
気
を
作
り
出
せ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
」
と
の
返
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
長
野
県
に
対
し
て
品
目
バ
イ
ヤ
ー

か
ら
「
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
【
ひ
だ
ま

り
の
郷
】
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
拡
充
、
ア
ス

パ
ラ
や
ト
マ
ト
な
ど
の
生
産
拡
大
、
園
地

を
限
定
し
た
果
実
商
品
の
共
同
開
発
、

カ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
や
惣
菜
コ
ー
ナ
ー
へ
の

商
品
提
案
」
な
ど
が
要
請
さ
れ
、
長
野
県

と
当
県
本
部
は
可
能
な
限
り
協
力
し
て
対

応
を
図
る
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

 

▼
生
産
販
売
部

市
場
の
期
待
を
裏
切
ら
な
い
品
質
と

数
量
の
確
保
を
約
束

〜
長
野
県
農
産
物
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
実
施
〜

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド
発
券
推
進
に
よ
る

顧
客
固
定
化
の
取
組
み

燃料・ホーム
エネルギー課

　

Ｓ
Ｓ
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
乗
用

車
保
有
台
数
・
自
動
車
販
売
台
数
に
お
け

る
軽
自
動
車
割
合
の
増
加
、
Ｈ
Ｖ
車
・
Ｅ

Ｖ
車
の
増
加
等
に
よ
り
需
要
が
減
退
し
て

お
り
、
そ
の
速
度
は
今
後
も
加
速
す
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
需
要
の
減

退
を
背
景
に
Ｓ
Ｓ
の
廃
止
が
相
次
い
で
お

り
、
こ
の
動
向
は
系
統
の
Ｓ
Ｓ
事
業
に
お

い
て
も
同
様
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
様
な
環
境
下
で
の
Ｓ
Ｓ
事
業
の
継

続
に
は
、
組
合
員
、
消
費
者
に
選
ば
れ
る

Ｓ
Ｓ
と
な
る
こ
と
が
必
須
で
あ
り
、
Ｊ
Ａ

‐
Ｓ
Ｓ
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
お
客
様
に
選
択
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
店
作
り
、
ド
ラ
イ
ブ

ウ
ェ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
等
に
取
組
ん
で

き
ま
し
た
が
、
特
に
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、

他
店
と
の
差
別
化
の
た
め
の
重
要
ア
イ
テ

ム
と
位
置
づ
け
Ｓ
Ｓ
へ
の
誘
客
と
固
定
化

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
‐
Ｓ
Ｓ
に
お
け
る
カ
ー
ド
の
取
扱

い
は
、
次
の
こ
と
を
前
提
と
し
、
Ｅ
Ｎ
Ｅ

Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド
を
長
野
県
Ｊ
Ａ
‐
Ｓ
Ｓ
に
お

け
る
メ
イ
ン
カ
ー
ド
と
位
置
付
け
、
発
券

推
進
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

①
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
多
様
な

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
受
入
を
可
能
と
す

る
。
②
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
・
発

券
を
促
進
し
、
回
収
業
務
の
軽
減
を
図
る

と
と
も
に
、
カ
ー
ド
付
帯
特
典
を
利
用
し

た
固
定
客
化
を
推
進
す
る
。
③
石
油
元
売

の
カ
ー
ド
展
開
施
策
と
の
連
携
に
よ
り
、

販
売
促
進
・
シ
ス
テ
ム
運
用
等
の
ロ
ー
コ

ス
ト
化
を
図
る
。
④
Ｊ
Ａ
と
し
て
の
総
合

力
を
発
揮
す
る
た
め
、
部
門
間
連
携
・
総

合
ポ
イ
ン
ト
制
度
等
を
通
じ
て
商
系
Ｓ
Ｓ

と
の
差
別
化
を
図
る
。

　

平
成
27
年
３
月
末
に
お
け
る
長
野
県
Ｊ

Ａ
‐
Ｓ
Ｓ
発
券
の
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド
会

員
数
は
、
５
２
，
１
８
５
件
と
、
長
野
県

に
お
け
る
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド
の
44
％
を

占
め
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
更
な
る
会
員
獲
得
に
よ
る

顧
客
の
固
定
化
を
目
的
に
、
９
月
〜
11
月

末
ま
で
「
長
野
県
Ｊ
Ａ
‐
Ｓ
Ｓ　

Ｅ
Ｎ
Ｅ

Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド
入
会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
展

開
い
た
し
ま
す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
特
典
と

し
て
期
間
中
に
長
野
県
Ｊ
Ａ
‐
Ｓ
Ｓ
に
て

ご
入
会
頂
い
た
本
人
会
員
、
家
族
会
員
に

対
し
て
、
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
プ
リ
カ
５
０
０
円

券
を
も
れ
な
く
進
呈
し
ま
す
。
更
に
、
通

年
の
長
野
県
Ｊ
Ａ
独
自
特
典
と
し
て
、
長

野
県
Ｊ
Ａ
‐
Ｓ
Ｓ
で
ご
入
会
さ
れ
た
Ｅ
Ｎ

Ｅ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド
で
あ
れ
ば
、
Ｊ
Ａ
の
Ｓ
Ｓ
、

配
達
灯
油
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
お
支
払
い

で
半
年
間
に
５
万
円
以
上
ご
利
用
い
た
だ

い
た
方
の
中
か
ら
、
抽
選
で
１
，
０
０
０

名
様
に
「
Ｊ
Ａ
ま
ご
こ
ろ
商
品
券
２
，

０
０
０
円
分
」
を
進
呈
し
て
い
ま
す
。
長

野
県
Ｊ
Ａ
独
自
の
入
会
特
典
と
利
用
特
典

の
ダ
ブ
ル
特
典
に
よ
り
、
優
位
性
を
Ｐ
Ｒ

し
発
券
推
進
を
展
開
し
ま
す
。

　

Ｓ
Ｓ
事
業
に
お
け
る
カ
ー
ド
戦
略
は
、

Ｓ
Ｓ
の
生
き
残
り
策
に
お
い
て
、
重
要
度

を
増
し
て
い
ま
す
。
現
在
更
新
を
進
め
て

い
る
Ｊ
Ｘ
の
新
し
い
Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
に

お
い
て
も
、
カ
ー
ド
を
切
り
口
と
し
た
新

た
な
販
促
機
能
が
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
客
様
に
選
択
し
て
い
た
だ
け
る
Ｊ
Ａ
‐

Ｓ
Ｓ
を
目
指
し
て
、
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド

に
よ
る
顧
客
固
定
化
の
取
組
み
を
、
今
後

も
引
き
続
き
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

4

ル
品
種
の
振
興
に
よ
る
特
色
あ
る
産
地
づ

く
り
、
野
菜
や
花
き
で
は
需
要
期
に
応
え
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第
12
回
信
州
ア
ル
プ
ス
牛
枝
肉
共
励

会
が
９
月
４
日
㈮
、
㈱
長
野
県
食
肉
公

社
松
本
支
社
で
開
催
さ
れ
、
県
内
交
雑

牛
肥
育
生
産
者
に
よ
り
丹
精
込
め
て
育

て
ら
れ
た
交
雑
種
30
頭
が
出
品
さ
れ
ま

し
た
。

　

出
品
牛
の
上
物
比
率（
３
等
級
以
上
）

は
、
去
勢
牛
が
70
・
6
％
、
雌
牛
が

75
・
0
％
と
品
質
に
優
れ
た
共
励
会
と

な
り
、
最
優
秀
賞
１
席
を
山
浦
建
夫
氏

（
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
）、
最
優
秀
賞
２
席
を

桑
原
睦
雄
氏（
Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
）

が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
共
励
会
に
出
品
さ
れ
た
信
州
ア

ル
プ
ス
牛
は
、
㈱
長
野
県
Ａ
・
コ
ー
プ

の
店
舗
で
９
月
25
日
㈮
か
ら
27
日
㈰
に

行
わ
れ
た
信
州
農
畜
産
物
祭
り
で
販
売

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
信
州
ア
ル
プ
ス
牛
ブ
ラ
ン
ド

の
認
知
度
向
上
と
販
路
拡
大
、
ま
た
枝

肉
共
励
会
や
研
修
会
の
開
催
に
よ
り
、

長
野
県
畜
産
事
業
の
発
展
に
努
め
ま
す
。

最
優
秀
賞
１
席
を
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間

山
浦
建
夫
氏
が
受
賞

〜
第
12
回
信
州
ア
ル
プ
ス
牛
枝
肉
共
励
会
〜

　

Ｊ
Ａ
長
野
県
・
信
州
肉
牛
生
産
販
売
協
議
会
、
Ｊ

Ａ
長
野
県
・
信
州
肉
牛
生
産
販
売
協
議
会
繁
殖
専
門

部
、
全
農
長
野
県
本
部
は
９
月
８
日
㈫
、
Ｊ
Ａ
松
本

ハ
イ
ラ
ン
ド 

グ
リ
ン
パ
ル
で
「
肉
牛
飼
養
管
理
研

修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
研
修
会
に
は
、
品
質
と

生
産
性
の
向
上
を
目
的
に
肉
用
牛
繁
殖
・
肥
育
生
産

者
、
Ｊ
Ａ
・
行
政
機
関
等
関
係
団
体
の
技
術
者
約

１
０
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
Ｊ
Ａ
全
農
畜
産
生
産
部
の
澤 

明
審
査

役
を
講
師
に
招
き
、「
肥
育
農
家
が
よ
ろ
こ
ぶ
子
牛

の
生
産
技
術
」「
高
品
質
枝
肉
生
産
の
た
め
の
飼
養

管
理
技
術
」
を
テ
ー
マ
に
、
繁
殖
か
ら
肥
育
の
飼
養

管
理
や
優
良
牛
の
見
方
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

出
席
し
た
肉
用
牛
生
産
者
の
方
か
ら
「
肥
育
だ
け

で
は
な
く
繁
殖
の
技
術
ま
で
学
べ
た
。
飼
養
管
理
や

牛
の
見
方
な
ど
の
参
考
に
し
た
い
」
な
ど
の
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
長
野
県
畜
産
事
業
の
発
展
の
た
め
、肥
育
・

繁
殖
研
修
会
等
を
開
催
し
、
長
野
県
独
自
の
お
い
し

さ
基
準
を
達
成
し
た
「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
」、

信
州
和
牛
、
信
州
ア
ル
プ
ル
牛
の
品
質
向
上
に
努
め

ま
す
。

肉
牛
の
品
質
と

生
産
性
向
上
を
目
指
し
て

〜「
肉
牛
飼
養
管
理
研
修
会
」を
開
催
〜

生産者、技術者約100名が飼養管理や優良牛の見方を学んだ

表彰を受ける最優秀賞１席の山浦建夫氏

畜
産
課

畜
産
課

○共励会の成績
平均枝重 平均単価

交 雑 種 去 勢 512.0㎏ 1,652円
交 雑 種 雌 499.5㎏ 1,625円

○第12回信州アルプス牛枝肉共励会 入賞者 （敬称略）
賞 JA名 生産者 性別

最優秀賞１席 佐 久 浅 間 山 浦 　 建 夫 去勢
最優秀賞２席 松本ハイランド 桑 原 　 睦 雄 去勢
優 秀 賞 上 伊 那 加 藤 　 忠 志 去勢

〃 な が の 直販長野第 3農場 雌
優 良 賞 信 州 諏 訪 行 田 今 朝 仁 雌

〃 松本ハイランド 桑 原 　 睦 雄 去勢
〃 佐 久 浅 間 高 塚 　 賢 一 雌

　
「
第
14
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
長
野
県
予
選
会
」
が
９
月
８

日
㈫
、
小
諸
家
畜
市
場
で
開
催
さ
れ
、
長
野
県
代
表
牛
９
頭
が
決
定
し
ま

し
た
。

　

全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
（
全
共
）
は
、
乳
牛
の
遺
伝
的
改
良
を

進
め
て
い
る
全
国
の
酪
農
家
が
自
慢
の
乳
牛
を
持
ち
寄
り
、
そ
の
体
型
の

美
し
さ
、
力
強
さ
な
ど
を
競
う
５
年
に
一
度
の
大
会
で
す
。
前
回
大
会
は

口
蹄
疫
の
発
生
と
東
日
本
大
震
災
の
た
め
中
止
と
な
り
、
今
回
は
10
年
ぶ

り
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
関
係
者
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

県
代
表
の
９
頭
は
い
ず
れ
も
発
育
良
好
で
、
代
表
牛
に
ふ
さ
わ
し
い
美

し
さ
、
力
強
さ
が
あ
り
、
上
位
入
賞
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

県
予
選
会
を
主
催
し
た
第
14
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
長
野
県

協
賛
会
（
事
務
局
／
全
農
長
野

県
本
部
酪
農
課
）
は
、
10
月
23

日
㈮
か
ら
北
海
道
で
開
か
れ
る

全
共
に
向
け
て
出
品
牛
が
ベ
ス

ト
な
状
態
で
審
査
に
臨
め
る
よ

う
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

長
野
県
代
表
牛
9
頭
が
決
定
！

〜「
第
14
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

 

長
野
県
予
選
会
」開
催
〜

　

長
野
県
乳
質
改
善
・
生
乳
安
全
安
心
推
進
協
議

会
（
事
務
局
／
全
農
長
野
県
本
部
酪
農
課
）
は
８

月
26
日
㈬
、
信
州
ミ
ル
ク
ラ
ン
ド
㈱
で
「
平
成
26

年
度
長
野
県
乳
質
改
善
共
励
会
表
彰
式
」
を
行
い
、

県
内
生
産
者
９
名
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

乳
質
表
彰
は
、
生
乳
生
産
規
模
（
年
間
出
荷
乳

量
）
に
よ
り
３
部
門
・
３
賞
が
県
内
生
産
農
家
全

３
６
６
戸
か
ら
選
ば
れ
ま
す
。
26
年
度
の
最
優
秀

賞
・
長
野
県
知
事
賞
は
、
第
１
部
を
小
林
正
春
氏

（
Ｊ
Ａ
長
野
八
ヶ
岳
）、
第
２
部
を
美
斉
津
昭
信
氏

（
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
）、
第
３
部
を
平
澤
修
氏
（
南
信

酪
農
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
１
ヵ
月
に
３
回
、
年
間
36
回
行
う
検

査
デ
ー
タ
の
乳
成
分
と
乳
質
を
点
数
化
し
て
行
い

ま
す
が
、
１
回
で
も
基
準
値
か
ら
外
れ
た
場
合
は

表
彰
選
定
外
と
な
り
ま
す
。

　

入
賞
者
の
皆
様
は
、
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
と
積
み
重

ね
て
い
く
根
気
の
要
る
作
業
を
「
当
た
り
前
の
こ

と
」
と
し
て
身
に
付
け
て
い
て
、「
消
費
者
の
皆

さ
ん
に
安
全
安
心
で
、
良
質
な
お
い
し
い
信
州
の

牛
乳
・
乳
製
品
を
提
供
し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち

を
強
く
お
持
ち
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

酪
農
課
は
、
今
後
も
乳
質
向
上
と
消
費
拡
大
に

向
け
「
信
州
産
牛
乳
」
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り

組
み
ま
す

「
信
州
産
牛
乳
」の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
向
け
て

〜
平
成
26
年
度
長
野
県
乳
質
改
善
共
励
会
表
彰
式
〜

県内各地のすばらしい乳牛が集まりその美しさを競い合いました

酪
農
課

酪
農
課

○平成26年度長野県乳質改善共励会受賞者 （敬称略）
乳量区分 賞 農協名 氏名

第１部 300ｔ／年以上
最優秀賞 長野八ヶ岳 小 林 　 正 春
優 秀 賞 な が の 土 屋 　 貴 志
優 良 賞 長野八ヶ岳 雫 田 　 　 茂

第２部
150t／年以上

～
300ｔ／年未満

最優秀賞 佐 久 浅 間 美 斉 津 昭 信
優 秀 賞 伊 那 酪 草 田 　 良 則
優 良 賞 佐 久 浅 間 渡 辺 　 建 夫

第３部 150t／年未満

最優秀賞 南 信 酪 平 澤 　 　 修

優 秀 賞 北佐久農業高等学校
（現 佐久平総合技術高等学校）

優 良 賞 大 北 宮 沢 　 幸 正

美斉津昭信氏

小林正春氏
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酪
農
課
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全
農
長
野
県
本
部
果
実
課
は
９
月
12
日
㈯
と
13
日
㈰
、
県

産
果
実
の
豊
富
な
品
揃
え
と
お
い
し
さ
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
、

長
野
県
の
情
報
発
信
拠
点 

銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
で
「
女
子

力
向
上
p
r
o
j
e
c
t 

フ
ル
ー
ツ
フ
ェ
ア
in
銀
座

N
A
G
A
N
O
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ナ
ガ
ノ
パ
ー
プ
ル
・
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
な
ど
旬
の
果

実
６
種
類
を
提
供
し
、
９
月
下
旬
以
降
に
出
荷
が
本
格
化
す

る
り
ん
ご
三
兄
弟
は
ジ
ュ
ー
ス
の
飲
み
比
べ
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
品
種
に
よ
る
違
い
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
キ
リ
ン
㈱
の
協
力
に
よ
り
当
県
本
部
が
原
料
を
供
給

す
る
『
氷
結
長
野
産
プ
ル
ー
ン
』（
10
月
6
日
発
売
予
定
）

の
初
め
て
の
試
飲
提
供
も
あ
り
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
に

な
り
ま
し
た
。

　
「
女
子
力
」
と
冠
し
て
実
施
し
ま
し
た
が
、
参
加
者
の
年

代
層
は
幅
広
く
、
約
３
割
が
男
性
で
、「
た
く
さ
ん
の
フ
ル
ー

ツ
が
楽
し
め
て
大
満
足
」「
ど
れ
も
お
い
し
い
」「
り
ん
ご
三

兄
弟
は
そ
れ
ぞ
れ
味
が
全
く
違
っ
て
驚
い
た
」
と
喜
び
の
声

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
提
供
し
た
果
実
を
同
時
に
販
売
し
た

と
こ
ろ
予
想
を
上
回
る
売
れ
行
き
で
、
参
加
者
は
も
ち
ろ
ん

一
般
来
店
の
お
客
様
も
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

女
子
力
向
上
p
r
o
j
e
c
t
は
、「
毎
朝
の
習
慣
に
、

太
陽
の
恵
み 

信
州
の
く
だ
も
の
を
い
た
だ
こ
う
」
を
テ
ー

マ
に
果
物
の
あ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

県
産
果
実
の
豊
富
な
品
揃
え
と

お
い
し
さ
を
P
R

〜「
女
子
力
向
上
p
r
o
j
e
c
t  

フ
ル
ー
ツ
フ
ェ
ア
in
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」を
開
催
〜

　

Ｊ
Ａ
長
野
県
農
産
物
Ｐ
Ｒ
協
議
会
は
９
月
12
日
㈯
と
13
日
㈰
の
両
日
、

名
古
屋
市
栄
で
開
催
さ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
全
国
県
人
会
ま
つ
り
」
で
県
産

農
産
物
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

モ
モ
、
ナ
シ
、
リ
ン
ゴ
、
ブ
ド
ウ
、
プ
ル
ー
ン
、
プ
ラ
ム
、
き
の
こ
、

と
こ
の
時
期
な
ら
で
は
の
多
彩
な
農
産
物
は
来
場
者
の
注
目
を
集
め
、
中

で
も
モ
モ
は
40
ケ
ー
ス
が
初
日
の
昼
過
ぎ
に
完
売
し
ま
し
た
。
ナ
ガ
ノ

パ
ー
プ
ル
の
知
名
度
も
高
く
、「
テ
レ
ビ
で
見
て
、
食
べ
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
た
」
と
手
に
取
る
来

場
者
が
数
多
く
い
ま
し
た
。

き
の
こ
は
「
毎
日
食
べ
る

の
で
、
い
つ
も
冷
蔵
庫
に

入
っ
て
い
る
」「
冷
凍
し

て
保
存
で
き
る
の
よ
ね
」

と
、
食
べ
る
こ
と
が
習
慣

に
な
っ
て
い
る
お
客
様
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｒ
協
議
会
は
こ
の
よ

う
な
機
会
を
活
用
し
、
長

野
県
産
農
産
物
の
フ
ァ
ン

を
増
や
す
活
動
を
行
い
ま

す
。 こ

の
時
期
な
ら
で
は
の
味
を

Ｐ
Ｒ

〜
名
古
屋
で「
ふ
る
さ
と
全
国
県
人
会
ま
つ
り
」に
出
展
〜

　

現
在
、
県
下
に
は
Ｊ
Ａ
き
の
こ
種
菌
セ
ン
タ
ー

が
９
セ
ン
タ
ー
あ
り
、
き
の
こ
生
産
者
へ
き
の
こ

種
菌
供
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

全
農
長
野
県
本
部
で
は
き
の
こ
種
菌
供
給
の
合

理
化
を
図
る
た
め
、
平
成
25
年
６
月
か
ら
「
種
菌

セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
種
菌

セ
ン
タ
ー
間
の
業
務
連
携
等
を
検
討
し
て
き
ま
し

た
。

　

Ｊ
Ａ
信
州
う
え
だ
と
、
中
信
地
区
Ｊ
Ａ
へ
の
種

菌
供
給
を
行
う
「
中
信
き
の
こ
種
菌
生
産
農
業
協

同
組
合
連
合
会
」（
中
信
種
菌
連
）
お
よ
び
全
農

長
野
県
本
部
は
、
平
成
26
年
７
月
か
ら
種
菌
事
業

の
連
携
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
、
９
月
７
日
㈪
か

ら
Ｊ
Ａ
信
州
う
え
だ
種
菌
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
中
信

地
区
Ｊ
Ａ
へ
の
種
菌
供
給
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

種
菌
供
給
開
始
に
先
立
ち
、
８
月
25
日
㈫
に
Ｊ

Ａ
信
州
う
え
だ
芳
坂
榮
一
組
合
長
（
全
農
長
野
県

本
部
運
営
委
員
会
副
会
長
）
と
中
信
種
菌
連
の
伊

藤
茂
会
長
（
Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
組
合
長
）、

千
國
茂
副
会
長
（
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
組
合
長
）、
全
農

長
野
県
本
部
の
小
林
哲
男
副
本
部
長
が
出
席
し
、

調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

あ
い
さ
つ
の
中
で
芳
坂
組
合
長
は
、「
広
域
Ｊ

Ａ
に
種
菌
を
供
給
す
る
責
任
は
重
い
が
、
き
の
こ

生
産
者
に
安
全
で
安
心
し
て
栽
培
し
て
い
た
だ
け

る
種
菌
を
生
産
・
供
給
す
る
こ
と
は
種
菌
セ
ン

タ
ー
の
機
能
で
あ
る
。
全
農
長
野
県
本
部
に
よ
る

種
菌
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
種
菌
供

給
で
の
Ｊ
Ａ
間
連
携
が
で
き
た
こ
と
は
Ｊ
Ａ
改
革

の
一
環
で
あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

全
農
長
野
県
本
部
は
今
後
も
種
菌
供
給
体
制
の

合
理
化
を
は
じ
め
、
き
の
こ
事
業
の
基
盤
強
化
に

向
け
、
関
係
Ｊ
Ａ
と
検
討
を
進
め
ま
す
。

き
の
こ
事
業
の
基
盤
強
化
に
向
け
た
一
歩

〜
Ｊ
Ａ
信
州
う
え
だ
･
中
信
地
区
Ｊ
Ａ　

種
菌
供
給
契
約
調
印
式
〜

　

９
月
１
日
㈫
、
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン

長
野
の
松
代
地
区
斎
場
『
Ｊ
Ａ
虹

の
ホ
ー
ル
松
代
』
の
移
転
建
設
工

事
の
地
鎮
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

現
在
の
斎
場
は
建
設
か
ら
15
年

以
上
経
過
し
、
老
朽
化
に
伴
う
施

設
改
善
が
必
要
と
な
っ
て
い
た
た

め
、
か
ね
て
よ
り
検
討
を
進
め
て

お
り
、
こ
の
度
移
転
建
設
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
小
規
模
葬
儀
や
ホ
ー
ル

で
の
通
夜
の
利
用
者
が
急
激
に
増

加
し
て
お
り
、
葬
儀
形
態
は
多
様

化
し
て
い
ま
す
。
本
施
設
は
こ
れ

に
対
応
し
た
機
能
を
有
し
て
お
り
、

他
の
施
設
利
用
者
の
意
見
も
取
り

入
れ
た
こ
と
で
、
利
用
者
の
皆
様

へ
の
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
る
施
設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

本
施
設
の
設
計
は
全
農
長
野
県

本
部
施
設
住
宅
課
（
一
級
建
築
士

事
務
所
）
が
担
当
し
、
松
代
地
区

の
景
観
と
外
観
と
癒
し
の
空
間
づ

く
り
に
配
慮
い
た
し
ま
し
た
。
運

営
は
現
斎
場
と
同
様
に
Ｊ
Ａ
グ

リ
ー
ン
長
野
・
㈱
長
野
エ
ー
コ
ー

プ
サ
プ
ラ
イ
に
よ
る
共
同
運
営
で
、

よ
り
一
層
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

『
Ｊ
Ａ
虹
の
ホ
ー
ル
松
代
』

移
転
建
設
工
事
起
工

旬の果実を味わう参加者 一皿に盛った6種類の果実

果
実
課

き
の
こ
課

㈱
長
野
エ
ー
コ
ー
プ
サ
プ
ラ
イ

J
A
長
野
県
農
産
物
P
R
協
議
会

【事業主体】
㈱長野エーコープサプライ
【運営方式】
ＪＡグリーン長野・㈱長野エーコープサプライ
による共同運営方式
【施設概要】
延床面積：１，０５３㎡（３１９坪）
式場・法事室・通夜施設・会食場　等
【オープン予定】
平成２８年２月下旬

鍬入れをする㈱長野エーコーサプライ傳田修一社長と
JAグリーン長野竹内守雄組合長

種菌の共同供給を発表した
（左から）全農長野県本部小林副本部長、信州うえだ芳坂組合長、中信種菌連伊藤会長、
中信種菌連千國副会長
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今
月
発
刊
号
よ
り
、

内
容
を
一
部
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
い
た
し
ま
し
た
。

27
年
度
重
点
事
業
方
針

に
基
づ
い
た
取
組
み
内

容
を
記
事
に
し
て
、
ひ

と
月
数
部
門
に
分
け
て

掲
載
い
た
し
ま
す
。
毎

月
お
読
み
い
た
だ
い
て

い
る
諸
先
輩
方
か
ら
も

貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
、
編
集
ス

タ
ッ
フ
内
で
検
討
を
重

ね
て
企
画
を
い
た
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

よ
り
良
い
内
容
の
紙
面

に
な
る
よ
う
努
力
を
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
読
者
の
皆
様

か
ら
の
あ
た
た
か
い
ご

指
導
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

 

（
Ｙ
）

10月のテレビ・ラジオ番組表▶
放送日時 放送局 番組名 放送内容（予定）

1日㈭ 15:40/16:10 SBCラジオ おいしい秋の大感謝祭 乳製品のPR

2日㈮ 10:20 ＦＭ長野 good morning radio!内「発見！ながのの元気！」 ぶなしめじ

6日㈫ 10:13 SBCラジオ 坂ちゃんのずくだせえぶりでい内「ラジオカーレポート」 米

6日㈫ 16:10 SBCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 未定

9日㈮ 10:20 ＦＭ長野 good morning radio!内「発見！ながのの元気！」 米①

13日㈫ 10:13 SBCラジオ 坂ちゃんのずくだせえぶりでい内「ラジオカーレポート」 りんご三兄弟

13日㈫ 16:10 SBCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 未定

16日㈮ 10:20 ＦＭ長野 good morning radio!内「発見！ながのの元気！」 米②

20日㈫ 10:13 SBCラジオ 坂ちゃんのずくだせえぶりでい内「ラジオカーレポート」 ぶなしめじ

20日㈫ 16:10 SBCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 未定

23日㈮ 10:20 ＦＭ長野 good morning radio!内「発見！ながのの元気！」 米③

24日㈯ 0:09 abn長野朝日放送 アサヒビールPresents　美味しい信州見つけに行こう！ 米

27日㈫ 16:10 SBCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 未定

30日㈮ 10:20 ＦＭ長野 good morning radio!内「発見！ながのの元気！」 米④

30日㈮ 18:00 ＦＭ長野 346GROOVE　FRIDAY内「JAインフォメーション」 リンゴ

区分
部門 実　績 計画比 前年比

米 穀 6,568 144 102 
果 実 9,682 117 137 
野 菜 花 き 40,110 127 116 
野菜種苗センター 131 100 99 
き の こ 5,964 108 115 
営 業 5,418 107 113 
生 産 販 売 部 計 67,872 123 117 
包 装 資 材 3,570 91 112 
生 産 資 材 5,314 105 115 
農 業 機 械 2,963 98 113 
施 設 住 宅 1,822 163 178 
生 産 購 買 部 計 13,669 104 120 
畜 産 5,426 115 107 
三 岳 牧 場 102 98 102 
SPF繁殖センター 105 91 87 
酪 農 7,652 100 104 
八 ヶ 岳 牧 場 124 95 104 
畜 産 酪 農 部 計 13,409 105 105 
燃料・ホームエネルギー 9,372 96 82 
Ｓ Ｓ 協 同 経 営 4,539 103 90 
生 活 5,639 100 97 
生 活 部 計 19,550 99 88 
長 野 県 本 部 計 114,501 113 97 
参考（A・コープを除く） 114,501 113 109 

平成27年度8月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況▶

(単位:百万円,％)

(内部販売高含む)

果実課より

「キリン 氷結®
長野県産プルーン
〈限定出荷〉」
新発売のお知らせ

【商品名】 「キリン 氷結®長野県産プルーン〈限定出荷〉」
【発売地域】  全国
【発売日】 平成27年10月6日㈫
【容量／容器】 350ml 缶／500ml 缶
【価格】 オープン価格
【アルコール分】 ４％
【販売予定数】 約30万ケース（1,800KL）
 ※250ml×24本換算

新採用職員紹介
【北信事業所　生産販売課　田

た
中
なか
悠
ゆう
人
と
】

北信事業所生産販売課で果実を担当している田中
と申します。出身は長野市です。リンゴ畑に囲ま
れた家に住み、リンゴ畑に囲まれた学校に通い育
ちました。身近にあるそういった果樹園の風景を
なくさないために、販売に関する知識を深め長野
県の農業に貢献したいと思います。

生産現場に出ることが大好きです

【中信事業所　営農資材課　茅
ち
野
の
尭
たか
幸
ゆき
】

はじめまして。中信営農資材課の茅野尭幸と申し
ます。出身は諏訪市です。実家は農家ではありま
せんが、大学で植物を扱っていたことから農業へ
の関心につながり、入会しました。担当の肥料農

薬は覚えることが
多いですが、日々
勉強になり面白い
です。皆様にＪＡ
マーク品を使って
いただけるよう頑
張りますので、よ
ろしくお願い致し
ます。

JAマーク品、おすすめです

10月の動き▶

総務広報課

10月2日㈮
地産地消＆食育企画
～新野小学校バイキング給食～
阿南町立新野小学校

10月3日㈯
松本山雅FCホームゲーム
「JA全農長野デー」
松本市アルウィン

10月24日㈯
松本山雅FCホームゲーム　
リンゴＰＲイベント
松本市アルウィン

生産販売部 10月10日㈯
～25日㈰

信州美食フェアin銀座
東京・銀座
銀座の協力飲食店で県産食材を使っ
たメニューを提供

JA長 野 県
農 産 物
PR協 議 会

10月6日㈫
農から楽しむ食の世界
（リンゴ編）
信学会長野北幼稚園

10月15日㈭
農から楽しむ食の世界
（きのこ編）
信学会安茂里幼稚園

畜 産 課 10月8日㈭ 10月期長野県中央家畜市場
長野県中央家畜市場

酪 農 課 10月17日㈯
～18日㈰

第26回 信濃の国 楽市楽座
信州スカイパーク　
やまびこドーム（松本市）

　キリンビール㈱の人気定番ブランド「氷結®」
シリーズから、全農長野県本部が原料を供給する
長野県産プルーンの氷結®ストレート果汁泫を使
用した「キリン 氷結®長野県産プルーン〈限定
出荷〉」が１０月６日㈫より全国で発売されます。
泫 氷結®ストレート果汁とは……採れたての果実を搾汁後、そのま
ま凍結しているため、搾りたて果汁のおいしさをそのまま味わう
ことができる果汁のこと

「氷結®」シリーズ初となるプルーンフレーバー。
爽やかな酸味とほのかな甘みが特徴の「キリン氷
結®長野県産プルーン〈限定出荷〉」をぜひお楽
しみ下さい。

掲示板
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JA全農長野ホームページ http://www.nn.zennoh.or.jp

インターネットで産地直送「JAタウン」 http://www.ja-town.com




